
使用料・手数料設定の基本的恋考え方(財政課作成)により算定

(1

経常的な維持管理

)施設の管理運営に要する人件費(直営部分) 1,744974円/年

※長崎市菜務委託算基準準用

識労務単価:行政臓給料3級 16号(主事級) 383377円(月額)、 18256円(白額)

行政職給料4級36号(係長級) 501340円(月冒助、 23873円(日額)

告労務単価日額は、月額÷21白※1円未満四捨五入

沙業務及ぴ所要詩間は市民利用スペースの貸出業務に伴う業務(識員)資料首,熊

1許可業務及び申請時の委託業者からの疑義に対する問合せへの対応

ア業務に従事する者の数坐(人)※小数点第4位四捨五入

・係員 lh452m÷60m÷フ75h二三0226人

・係長 25m÷60m÷フ75b=0054人

係員 lh15m+26m/日、係長25m/日告利用申請~当日利用に係る業務

告60mで除しているのは分を時間に換算しているため。

イ直接人件費(労務単価X数卑+法定福利費)※1円未満四捨五入

・係員 18256円X0226人+659円、4785円/日

・係長 23873円XO054人+206円=1,495円/日

4,785円十1,495円=6280円/日

一法定福利(労務費(労務単価X数口) X保険料率)※1円未満切り捨て

18256円X0226人X1599%=659円/白係

係長 23873円XO054人X1599%=206円/白

■保険料率:社会保険料及ぴ労倒保険料1599%

ウ直接物件費(直接人件費X直接物件費率)※1円未満翊り捨て

6280円X025%=15円/日

■直接物件率:長崎市定率025%

令和4年2月市議会総務委員会追加資料

市民利用会議室及ぴ多目的スペース使用料

◎人件費((直接人件費十直接物件費) X消費税相当額X21 eX12月)※1円末満切り捨て

(6280円十15円)×1.1×21 eX12月一1744974円/

(2)各種委託料(包括管理業務委託) 2231ρ14円/年

◆長崎市業務委託龝基準に基づき定

夢業務及ぴ所要時間は総合案内撲鞠(包括管理業務委託)料参照

①受付業務等委託 571,586円/年

ア数 ※小数点第4位四捨五入

(ア)利用申請~当日利用に係る業務 lh38m/臼

(イ)業務に従事する者の数(人)1h38m÷60m÷フ75h'「02卞1人



イ

60mで除しているのは分を時間に換算しているため。

直接人件費(労務単価X数量十法定福利費)※1円末満四捨五入

フ,626円X0211 人/日+257円=1866円/日

■労務単価:行政臓給料表典型的潅業務会計年度任用臓員(事務補助)

160,143円(月額)、フ.626円(日額)

島労務単価日額は、月額:21日※1円未満四捨五入

距法定福利費(労務(労務単価X数) X保険料率)※1円未満功の

フ,626円X021'1 人/eX1599%=257円/日

,保険料率:社会保険料及ぴ労働保険料1599%

直接物件費(直接人件費X直接物件費率)※1円未満靭り捨て

1866円X025%=4円/日

,直接物件費率:長崎市算定率025%

一般管理費((直接人件費十直接物件費) X一般管理費率)※1円未満御の捨て

(1866円+4円)×1032%=192円/日

、一般管理率:長崎市業務委託柳算基準1032%

市民利用会議室及ぴ多目的スペース使用料

ウ

工

((直接人件費十直接物件費十一般管理費) X消費税相当額X21 eX12月)※1円◎委託料

未満初り捨て

(1866円十4円十192円)×1.1×21 eX12月=571586円/

②その他業務委託 1,659,428円/年

命庁舎面積46,2328rr1 偶1車場除く)

島多目的スベース及び市民利用会讃室面槙307げ;

,包括管理業務委託の積算額のうち、多目的スベース等にかかるすべてのものを庁舎全体との面積按分とする。

対魚業務は別紙のとおり。

249.902297円:462328rrlX307 rH I,659,428円/年

(3)光熱費 92円/h

1照明費用 87円※1円末満靭り捨て

67円/hア基本料金

イ再エネ賦課金 1,575VVX336円/KVV=5円/h

ウ使用電力料金 1,575WX1299円/KVV、20円/b

告出時間に応じた負担と悲るだめ、「3使用料の算定」の1時閻あたりの使用料に加算する。

卦基本料金は、当初想定甑

業務用電力2ρ468円/kVゾXI,60okvv/月X12月=39298,560円/年

予備線 7フ.0円ノkwX160okvv/月X12月=1.478,400円/年

自家発補給電 678.40円/kwX40okw/月X12月=3241920円/年合計 44,018880円

44ρ18880円:12月:30日「2h '.10.189円/b



10,189円ノ、÷462328r6×307rr1弓67円

②電気田(照明以外)

使用者による実費負担のため算定なし

(4)備品購入等の物件費 1731243円/年

①机 72台X@73,480円÷8年=661320円/年

②椅子 214脚X@32670円÷8年=873,923円/年

③展示パネル 20面X@フフ,900円÷8年=194,750円/年

④電話台 2台X@5ρ00円+8年=1250円/年

夢備品の耐用年数侶年)から年閻の経を算出する。※1円未満四捨五入

卦貸出を行う備品類については、別途使用料を徴収するため除く。

市民利用会議室及び多目的スペース使用料

保険料等の補助費等 6,551円/年

建物総合損害共済基金分担金(共済責任顎÷新市庁舎延床面積X多目的スペース及び市民利

用会議室面積)※1円未満四捨五入

1,104,400円÷51752.46 rrlX307 rH=6,551円

■橋造級:1 級、一般物件基率:0.44円/万円(建物総合損害共済業務規程)

、新市庁舎延床面積51,752.46rrl、多目的スペース及ぴ市民利用会議室面積約307rrl

、共済賓任額(再調達価額) 251 億円XO.44円→・1 万円=1,104,400円/年

(6)維持補修 300227円/年

5,061ρ71,000円÷新市庁舎延床面積51752.46rr;X多目的スペース及ぴ市民利用会議

室307rrl÷100年=300227円/年※1円未満四捨註入

,一般財団法人建築保全センター発行のLCC計算プログラムによりライフサイクルコストを算出し、建物の修繕

及び更新に係る保全コストのうち多目的スペース及ぴ市民利用会議室にかかる保全コストを平準化した金額と

する。

(1)(2)(4)~(6)=1744,974円+2231,014円+1,731243円十6,551円十

庁舎は公の施設ではないが、行政目的に沿って建設されたものであることから、施設整備に係る

減価却費は公の施設と同様に基本的に税により賄われるべきものと整理する。

2 受益者負担率の設{

使用料・手数料設定の基本的な考え方により、受益者負担率を25%(会議室・る州傷室)とする。

3 使用料の算定

使用料・手数料設定の基本的怨考え方より、次の式で算定する。※1円未満切り捨て

300227円=6014009円/邱
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市民利用会議室及ぴ多目的スペース使用料

使用料=算定コスト÷施設貸出総面積X貸出面積:年問貸出目標時間'MX受益者負担率十光熱費

=6ρ14ρ09円/年÷307rバX307m :1832hX25%+92円/h

=912円/h

※1年間貸出目標時問出開館時間X目標とする利用率

=4308hX533%X798%

=1832h

島開館時間:359 eX12h (9:C)0~21:00)=4308h

※2 目標とする利用率は、図宙館(多目的ホール)の利用率533%(令和元年度)と同等と仮定する。また、目的外

の利用率として、市民会館文化ホール会議室及び中央公民館会議室の市による自的内使用202%(令和元年度)ま

3を差し引いた798%を自的外の使用率とする。

※3 市民会館文化ホール会議室及ぴ中央公民館会議室の市による市民との協働による使用は435コマ(342件)。

多目的スペース及び市民利用会議室を午前、午後、夜間の3 コマと想定すると、 359eX3コマX2室 2.154

コマ 435コマー2,154=202%

◎多目的スヘース

◎市民利用会議室

4 使用料の決

類似施設である市立図書館や市民会館(中央公民館)の使用料と比較すると低額であるものの、

求めた料金は受益に対する適正価格であるため、「3使用料の算定」のとおり、1時間あたり多目的

スペースは686円、市民利用会議室は226円とする。

〔参考〕

1,100円/b島多目的スペースの類似施設:市立図書館(多目的ホール)

376円/h、市民利用会議室の類似施設:市立図書館(研修室)

332円/h中央公民館(第4研修室)

912円÷307rrlX231rr;=686円/b

912円:307 rrlX76rrl=226円/h



使用料・手数料設定の基本的な考え方(財政課作成)によの算定

(1

経常的な維持管理

)施設の管理運営に要する人件費(直営部分) 171586円/年

※長崎市業務委託積算基準準用

静労務単価:行政臓給料3級16号(主事級) 383377円(月額)、 18256円(日額)

行政臓給料4級36号(係長級) 501340円(月額)、 23873円(日額)

島労務単価日頗は、月額÷21日※1円末満四捨五入

膨業務窪及ぴ所要時間は市民利用スペースの貸出業務に伴う業務(臓員)資料捗照

1許可業務及び申請時の委託業者からの疑義に対する問合せへの対応

ア業務に従事する者の数(人)※小数点第4位四捨玉入

・係員卞122m÷60m÷フ75h=0.024人

・係長 2m÷60m÷フ75h=0.004人

、利用申謂~当日利用に係る業務扱係員6m十062m/白、係長2m/白

島60mで除しているのは分を時間に換算しているため。

イ直接人件費(労務単価X数十法定福利費)※1円未満四捨五入

・係員 18256円XO024人十70円=508円/臼

・係長 23873円XO004人+15円=卞10円/日

508円+110円=618円/日

島法定福利費(労務費(労務単価X数) X保険料率)※1円未満切り捨て

係員 18256円XO.024人X1599%=70円/日

係長 23873円XO.004人X1599%=15円/日

島保険料率:社会保険料及び労働保険料1599%

ウ直接物件費(直接人件費X直接物件費率)※1円末満如り捨て

618×025%=1円/日

■直接物件率:長崎市算定率025%

庁舎前広場使用料

◎人件費((直接人件費十直接物件費) X消費税相当額X21 eX12月)※1円末満蜘り捨て

(618円十1円)×1.1×21 eX12月=171,586円/年

(2)各種委託料(包括管理業務委託) 1,691,459円/年

、長崎市業務委託槙算基準に基づき算定

告業務及び所要時閻は総合案内業務(包括管理業務委託)資料勢照

1受付業務等委託54ρ54円/年

ア数 ※小数点第4位四捨五入

(ア)利用申請~当日利用に係る業務 9.45m/臼

(イ)業務に従事する者の数(人) 9.45m÷60m÷フ75h=0.02人



60mで除しているのは分を時間に換算しているため。

直接人件費(労務単価X数量十法定福利費)※1円未満四捨五入

7626円XO.02人/日+24円二,177円/日

告労務単価:行政臓給料表典型的な業務会計年度任用職員(事務補助)

160,143円(月額)、 7626円(日額)

、労務単価日額は、月顎:21日※1円未満四捨五入

法定福利費(労務費(労務単価X数岳) X保険料率)※1円未満靭り

7626円XO,02人/eX1599%七24円/日

,保険料率:社会保険料及び労働保険料 1599%

直接物件費(直接人件費X直接物件費率)※1円末満切り捨て

177円X025%=0円/日

告直接物件費率:長崎市算定率025%

一般管理費((直接人件費十直接物件費) X一般管理費率)※1円未満靭り捨て

177円XI032%=18円/日

ーー般管理率:長崎市業務委託積算基準1032%

庁舎創広場使用料

◎委託料((直接人件費十直接物件費十一般管理費) X消費税相当額X21 eX12月)※1円

未渦如り捨て

(177円十18円)×1.1×21 eX12月':54ρ54円Z年

②その他業務委託 1,637,405円/年

一庁舎面積462328rrl(駐車場除く)

一庁舎前広場面龝573r6

一包括管理業務委託の積顎のうち、庁舎前広場にかかるすぺてのものを庁舎全体との面穣按分とする。

対敏業務は別紙のとおり。

132,114829円:462328 rdX573 r6、'1,637,405円/年

3)光熱水費 85円/h

1屋上からのライトアップ照明費用 85円※1円未満如り捨て

ア基本料金 62円/h

イ再エネ賦課金 1,470WX336円/KVV=4円/b

ウ使用電力料金 1,470VVX1299円/KVV=19円/b

■多目的スペース及び市民利用会議室67円/h :1575VVXI,470VV=62円/h

②電気及び水道料

使用者による実負担のため算定恋し

(4)備品購入等の物件費 0円/年

備品等の貸出は行わないため算定なし
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保険料等の補助費等 14939円/年

建物総合損害共済基金分担金(共済責任額÷新市庁舎延床面積X庁舎前広場面積)知円未満

四捨五入

1,104,400円÷5174766 rdX70orr;=14939円

構造級:1級、一般物件憂率:0.44円/万円(建物総合損害共済業務規程)

新市庁舎延床面槙5174766rrl、庁舎前広場面柳約700市

,共済貴任顎(再調還価額) 251 億円XO.44円÷1 万円 1.104,400円/卸

)維持補修費 306,725円/年

143867,000円÷外構2,68761rr武庁舎前広場573rd÷100年=306,725円/年

島一殷財団法人建築保全センター発行のLCC計算プログラムによりライフサイクルコストを算出し、外楊の修繕

及び更新に係る保全コストのうち庁舎前広場にかかる保全コストを平準化した金領とする。

島外構面接一敷地面襖671030rrf 建築面接4,02269rr1冨2,68761rrl

(1)(2)(5)(6)=171586円十1,691,459円十14939円+306,725円

★庁舎は公の施設ではないが、行政目的に沿って建設されたものであることから、施設整備に係る

減価却費は公の施設と同様に基本的に税にょの賄われるべきものと整理する。

庁舎前広場使用料

受益者負担率の設

使用料・手数料設定の基本的な考え方により、受益者負担率を50%(公園施設と類似)とする。

=2184709円/年

3 使用料の算

使用料・手数料設定の基本的恋考え方より、次の式で算定する。※1円未満靭り捨て

使用料=算定コスト÷施設貸出総面積X貸出面積÷年間貸出目標時間勅X受益者負担率+光熱費

=2,184709円/年÷573 rr;×573 rr;÷642hX50%+85円/h

=1786円/h

※1年閻貸出国標時閻=開館時問X目標とする利用率舵

=2209hX32.4%×897%

=642h

島開館時間:247eX35h (18:00~21:30)+112 eX12h (9:00~12:00)=2209b

※2 目標とする利用率は、魚の町公園の禾」用率(39 件/年)の3倍と仮定する。哉た、自的外の利用率として、魚

の町公園の市による目的内使用103%(令和元年度)船を差し引いた897%を目的外の使用率とする。

魚の町公園の貸出時問は規定されていないため9:00~21:00とすると 12h

貸出時問 12hX30eX12月4320h/年

利用実纓 12hX39件 468b/年

468h :4320h -108%



爽3

108%×3倍=32,4%

魚の町公圍の市による使用は39件中4件

4 使用料の決

近隣の魚の町公園の使用料よの高額であるものの、類似施設の長崎駅西口広場と比較すると高額
であるとは言えず、求めた料金は受益に対する適正価格であるため、「3使用料の算定」のとおの、

1時間当だの」'Z旦旦旦とする

〔参考〕

一魚の町公園の使用料716円/h

興行 18円/rr;.日、集会、展乎会、博覧会その他これらに類するもの 12円/rrl・日→平均:15円/rrl'日

庁舎前広場と同面穣の場合 15円ノrrl・ eX573M÷12時間'「716円/h

一長崎駅西口広場の使用料1,910円/h

庁舎前広場と同面積の場合 40円/rrl・ eX573r6÷12時閻=1910円/h

※現在、行政財産使用料条例の算定に基づき利用料を徴収している。今後、東口広場と合わせて公の施設として利用

料算定を行う予定。

4:39'.103%

庁舎削広場使用料



1 経常的な維持管理費

財産活用課が行う包括監理業務から算出した管理費を参考とする。

(ア)経常的な維持管理費=18,180212円/年

保全費は松山駐車場を参考とする。

(イ)松山駐車場の保全費 5,フ78ρ00円/年

(ウ)1台あたりの維持管理費=保全費一駐車台数
'、

=5778,000円÷301

-19196円/台(円未満如り捨て)

(エ)新庁舎で係る保全費=松山町駐車場の1台当の保全費X新庁舎駐車台数

冨19,196円/台年X146台

=2802616円/

(オ)駐車場設備費知を見込んだ経常的な維持管理費

経常的恋維持管理費=(ア)十(エ)十※1

=18,180212円/年十2β02,616円/年十5,735,卞13円/年

=26717941円/

※1 駐車場設備費は、新庁舎の駐車場に設置する費用を計上することとし、耐用年数を

10年と見込んでいる。

一年あたりの駐車場設備費=駐車場設備費÷10年

=57351,135円÷10年

=5735卞13円/(円未満切り捨て)

★庁舎は公の施設ではないが、行政目的に沿って建設されたものであることから、施設整備に係

る減価償却費は公の施設と同様に基本的に税により賄われるべきものと整理する。

新庁舎における駐車場の使用料について

(使用料・手数料設定の基本的な考え方により算定)

2 受益者負担率の設定

使用料・手数料設定の基本的な考え方より、受益者負担率を100%とする。

3 使用料の算定

使用料・手数料設定の基本的恋考え方よの、次の式で算定する。

(ア)使用料=算定コスト÷年間貸出目標時間柁X受益者負担率

需26717941円/年:1816bxloo%

=14712円 h (円未満如り捨て)

※2 卸間貸出目標時間=開館時閻X目標とする利用率※3

=13751・1×(365日・6日(年末年始))

-1816h (時間未満靭り捨て)

X368%



※3 目標とする利用率は、桜町駐車場の定期を除く利用率の平均を採用する。

令和2年12月9日の桜町駐車場利用率(来庁者調査実施日)

駐車可能台数③
駐車台数④定期2駐車時間 駐車可能台数

①・②

新庁舎では時間外

24台

65台

67台

46台

51 台

74台

61 台

47台

27台

9台

9台

6台

5台

3台

3台

平均

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

利用率

の@

90台170台

267%

72.2%

74.4%

51.1%

567%

822%

678%

522%

300%

100%

100%

67%

56%

33%

33%

368%

80台

(イ)1台あたりの使用料=使用料÷時間あたりの想定駐車台数(駐車台数÷利用率)

=14,712円/h÷(146台X368%)

=273円/台

-270円/台(10円未満翊の捨て・機械機器で徴収する六



経常的な維持管理費

財産活用課が行う包括監理業務から算出した維持管理費及び公の施設である市営駐輪場の有料

1施設の実績から算出しだ修繕費(数邱に1回の定期的な修繕費を含む経費)を対象とする。

(ア)維持管理費=維持管理費、修繕費

=538,608円/年十72700円年

=6卞1308円/年

(イ)(ア)に駐輪場設備費を見込んだ経常的な維持管理費

経常的な維持管理費=6卞1308円,691,616円

=1302924円

※1 駐輪場設備費は、新庁舎の駐輪場に設置する費用を計上することとし、耐用年数を

10年と見込んでいる。

一年あたのの駐車場設備一駐輪場設備費÷10年

=6916,160円÷10邱

需691616円/(円未満切り捨て)

新庁舎における駐輪場の使用料について

使用料・手数料設定の基本的な考え方により算定)

★庁舎は公の施設ではないが、行政目的に沿って建設されたものであることから、施設整備に係

る減価却費は公の施設と同様に基本的に税によの賄われるべきものと整理する。

2 受益者負担率の設定

使用料・手数料設定の基本的な考え方より、受益者負担率を100%とする。

3 使用料の算定

使用料・手数料設定の基本的な考え方より、次の式で算定する。

(ア)使用料=算定コスト÷年問貸出目標時間潮X受益者負担率

=1302924円/年÷1β16hxloo%

=717円/h (円未満切の捨て)

※1 年間貸出目標時間=開館時間地X目標とする利用率綿

=1375hx (365日・6日(年末年始))×368%

冨IB16h (時閻未満靭り捨て)

閉鎖後も宿泊料金を設定して料金の徴収を行うが、桜町駐車場の宿泊利用はほぼな

いため、営業時間には含め恋いこととする。

※2



※3 目標とする利用率は、桜町駐車場の定期を除く利用率の平均を採用する。(駐輪場には一日

あだのの上限金額が設定してあり、上限金額の設定がない新庁舎駐輪場と比較ができない

ので駐車場の利用率を採用することとする。)

令和2年12月9日の桜町駐車場利用率(来庁者調査実施日)

利用率駐車司能台数③
駐車台数④定期2駐車時間 駐車可能台数

④/③1②

新庁舎では時間外

(イ)1台あたりの使用料=使用料÷時間あたりの想定駐車台数(駐車台数÷利用率)

=1ρ22円/h÷(31 台X368%)

=62円/h台(円未満切り捨て)

=60円/h台(10円未満切り捨て・機械機器で徴収するため)
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24台

65台

67台
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3台

3台

平均

267%
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33%

33%
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住

電 話

所

番

桜

利用時間

号

桜町10番16昌先

095一丑26-7628

駐

町市昆会館地下松

魚の団5番1号

095-824-7122

軍

フ:帥~22:伽

スノ、

(30人以上)

数

市営駐車場一覧表

長初のヨ0分まで

丑初の1時間まで

その徒3畍ごと

1時僑超

摺泊及び喪間料金

最初のヨ0分李で

丑靭の1時間宝で

モの径M分ごと

1時間般

症泊及び夜鴨料金

最初のコ0分まで

最初の1時間まで

モの撮M分ごと

ユ時間超

2時間M分超

マイウロバス

01~29人)

が枝

松が柱町恬U号

095-823-3434

コ 1日一7 1,日

【10月10日~"月30日1

フ:^-19:伽

ι7月20B-10月,日】

フ:帥~之之:伽

攘ゲラバー回の疲間休固

日は?:m-1,:伽

【12月1日~Z月ま1

フ:30~1き:m

フ:即~22:00

用

町松 t枝町第2平

松が枝町1番Ⅱ号

凶5-8之7一艶志3

通

昔通車等

168

4

吾

和公団茂

降町8番13号

095-848一之之10

73

通

71m~20:m

箪

140円

二輪皐

定期

口泊五び夜描料金

イ

数

40

1.5卯円1,5m円1.5m円

乃0円750円
2.090円ノ(フ:卯~20:Φ

1.040円ノt17卸~翌81叩)1.040円ノ住0畑一翌lm)1.040円貞17釦~翌■伽)

130円

縦5 土・日・祝日
1回730円ノ1日

昔

ワ

最初の抑分まで

その後10分ごと

1時問10分雄

駐車

車

障害看減免(身体鯨害者手帳、覇神畦害者
保虹福祉手、鐵育手の掲示が必要)

【地上部】
0:Ⅸ1~Z4;伽

【地下郁】
フ:卯~20:伽

里

茂里町14岳1

095-943-4666

(長南)

通

830円/(2ZO0~翌8:卯)郡0円ノ【2200~翌8:帥) 830円ノ(17:00~翌800) 830円ノ(2α00一翌7:如)

高さ制限

乃0円

750円

2.090 /1日

即分ごとに60円
(2を:伽一翌7.20)

370円

370円
1,叫0円貞7:コ0ーユ之:伽)

■0分ごと「二50円
(?2:伽一翌7:20)

120円

車

1如円

舶円舶円60円60

60円舶円60円 60
2伽円ハ日2伽円ノ1日2卯円ハ日2伽円ノ1日

日 15.7抑円窯4峯2日 1,.4卸冉縦1 全日 1,.420円 来3 11α沖円(早日昼問) 昼間 13.610円昼局又は在 14.促0円又は在間 1'.叫0円昼
1陛ι1(ス.■書竜専月13T囿下 1.8m なし地上地と 之4m地上 2_5m地と(バス用)なし1応 21m ^【吾逼軍専用1 ユT州※一部1.6m制限あり

地下 22m地下(バス駐車可能)なし地下 之缶机Zor"地下2階 21m

1.昔通車等 5割減免:各駐車場の利用時間(※ただし、平和公圃の地上部は7:卯~20:卯、松山駐車場は130~壮;ω)内の駐車に係る駐車料金(上限4時間まで)
5割減免:入庫した日の駐車に係る駐車料金2.二縮車

※1 ※2 ※3 ※4 桜町駐車、市良会館地下、松が柱国丁菜2、松山町駐車場の定期駐車の台歎には制限がありますので.空き状況は、告駐車場に逗諾下さい.
※5 土.日.祝日定額制実施中.1回 730円ハ日n時間30分以下は時間料金)※6 平和公団駐皐場 1時間~1時問30分開0円、1時間30分~2時問 510円

46

246
5

10

750円

370円

130円

ι地と却1
1時問ごとにコ0円
Ω0加、翌7如)

【地下部1
きユ0円ノ(1T捌】~翌且伽)

60円

帥円

ユ卯円ハ日

断松

1.040円バ17m

2帥円
【是初のユ0分まで無料)

0.伽~24:伽

通

松山町2番3号

095-842-1U4

3伽円

140

台最

車揺

3

750円

370円

{地上部及ぴ地下部】
30分ごとに'0円
(22・00一翌7:30)

1,040円ノロ0伽~翌1伽)

令和3年5月時点

【地上部】
0;卯~24:伽

【地下部】
フ:30~22;卯

臨上町【長崎駅茜口付近)

095-843-1616

(ファーストスター)

30分ごとに如円
(2ユ伽~翌0:M)

750円

1.偶0円ノ0:伽一20:m)

1.倶0円ノ(11伽一翌8伽)

123

4

3伽円

140円

ク

120円

配0円/1日

之60円

来6 3帥円 510円

620円ノ1日
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